
 

議案第47号 

 

備前市及び上郡町における東備西播定住自立圏の形成に関する協定の一部を変

更する協定の締結について 

 

備前市及び上郡町における東備西播定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更するため、

地方自治法第96条第2項の規定による議会において議決すべき事件を定める条例（平成21年備前

市条例第1号)の規定に基づき、議会の議決を求める。 

 

 

令和7年2月19日提出 

 

備前市長 𠮷 村 武 司 

 

 

 

 

 

備前市及び上郡町における東備西播定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協

定 

 

 備前市と上郡町とは、平成21年12月25日付けで締結した東備西播定住自立圏の形成に関する

協定の一部を変更する協定を次のとおり締結する。 

 

(文言等の変更) 

第1条 第3条第1号ア(ｱ)a中「公立病院等」を「公立病院及び民間医療機関等」に改め、同号イ

(ｱ)a中「、文化・スポーツの交流等」を削り、同号イ(ｱ)b中「世界遺産」を「世界遺産登録」

に改め、同号イ(ｲ)c中「学校給食施設を建設するにあたり、」を削り、同条第2号ア(ｱ)a中「利

便性向上」の次に「・利用促進」を加え、同号イ(ｱ)中「の構築」の次に「・運営」を加え、

同号ウ(ｱ)a中「赤穂国際音楽祭等」を削り、同条第3号中「招聘」を「招へい」に改める。 

(効力発生日) 

第2条 この協定は、令和7年4月1日から効力を生ずるものとする。 
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議
案
第

47
号
参
考
資
料

 

備
前
市
及
び
上
郡
町
に
お
け
る
定
住
自
立
圏
に
係
る
協
定
書
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
書
新
旧
対
照
表

 
 

下
線
は
変
更
部
分
を
示
す
。

 
現
 
 
 
 
行
 
 
 
 
協
 
 
 
 
定
 

変
 
 
 
 
更
 
 
 
 
協
 
 
 
 
定
 

備
前
市
（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。）

と
上
郡
町
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。）

は
、
定
住
自

立
圏
の
形
成
に
関
し
、
次
の
と
お
り
協
定
を
締
結
す
る
。

 
 

（
目
的
）

 
第
１
条
 
こ
の
協
定
は
、
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
（
平
成
２
０
年
１
２
月
２
６
日
総

行
応
第
３
９
号
総
務
事
務
次
官
通
知
）
第
４
の
規
定
に
基
づ
く
中
心
市
宣
言
を
行
っ
た

甲
と
甲
が
行
っ
た
当
該
宣
言
に
賛
同
し
た
乙
が
、
相
互
に
役
割
を
分
担
し
て
、
人
口
定

住
に
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保
及
び
充
実
を
図
り
、
甲
及
び
乙
の
区
域
へ
の
人
材
の
誘

導
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
（
基
本
方
針
）

 
第
２
条
 
甲
及
び
乙
は
、
前
条
に
規
定
す
る
目
的
の
達
成
の
た
め
に
東
備
西
播
定
住
自
立

圏
を
形
成
し
、
次
条
に
規
定
す
る
政
策
分
野
の
取
組
に
お
い
て
相
互
に
役
割
を
分
担
し

て
連
携
を
図
り
、
共
同
し
、
又
は
補
完
し
あ
う
こ
と
と
す
る
。

 
（
連
携
す
る
取
組
の
分
野
、
内
容
及
び
役
割
分
担
）

 
第
３
条
 
甲
と
乙
が
連
携
し
て
取
り
組
む
政
策
分
野
、
内
容
及
び
役
割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
と
お
り
と
す
る
。

 
⑴
 
生
活
機
能
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野
 

ア
 
医
療
 

(ｱ
) 
地
域
医
療
の
連
携
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
の
中
核
的
病
院
で
あ
る
赤
穂
市
民
病
院
を
中
心
と
し
て
、
圏
域
内
の

公
立
病
院
等
 
 
 
 
 
 
 
 
が
連
携
を
図
り
、
医
療
体
制
の
確
保
、
充

実
に
取
り
組
む
。
 

ｂ
 
甲
の
役
割
 

(a
) 

医
療
関
係
者
等
を
対
象
と
し
た
研
修
を
乙
と
協
力
し
て
実
施
す
る
。
 

                 

ア
 
医
療
 

(ｱ
) 
地
域
医
療
の
連
携
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
の
中
核
的
病
院
で
あ
る
赤
穂
市
民
病
院
を
中
心
と
し
て
、
圏
域
内
の

公
立
病
院
及
び
民
間
医
療
機
関
等
が
連
携
を
図
り
、
医
療
体
制
の
確
保
、
充

実
に
取
り
組
む
。
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(b
) 

圏
域
内
の
医
療
体
制
の
確
保
、
充
実
を
図
る
た
め
、
医
療
情
報
等
の
交

換
・
協
議
の
場
を
乙
と
連
携
し
て
運
営
す
る
。
 

ｃ
 
乙
の
役
割
 

(a
) 

医
療
関
係
者
等
を
対
象
と
し
た
研
修
を
甲
及
び
赤
穂
市
と
協
力
し
て
実

施
す
る
。
 

(b
) 

圏
域
内
の
医
療
体
制
の
確
保
、
充
実
を
図
る
た
め
、
医
療
情
報
等
の
交

換
・
協
議
の
場
を
甲
及
び
赤
穂
市
と
連
携
し
て
運
営
す
る
。
 

イ
 
教
育
 

(ｱ
) 
生
涯
学
習
の
推
進
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
機
会
拡
大
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
健

康
増
進
等
を
図
る
た
め
、
教
育
施
設
等
の
相
互
利
用
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等

に
関
す
る
情
報
の
交
換
及
び
人
材
の
交
流
等
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
等

を
推
進
す
る
。
 

ｂ
 
甲
の
役
割
 

乙
と
連
携
し
て
、
備
前
焼
、
世
界
遺
産
 
 
を
目
指
す
旧
閑
谷
学
校
等
に

関
す
る
歴
史
資
産
の
展
示
、
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
交
換
等
を

図
る
こ
と
で
、
圏
域
内
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
振
興
と
向
上
を
図
る
。
 

ｃ
 
乙
の
役
割
 

甲
と
連
携
し
て
、
古
代
山
陽
道
や
赤
松
氏
等
に
関
す
る
歴
史
資
産
の
展
示
、

交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
交
換
等
を
図
る
こ
と
で
、
圏
域
内
の
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
振
興
と
向
上
を
図
る
。
 

(ｲ
) 
学
校
給
食
の
広
域
連
携
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
に
お
け
る
学
校
給
食
の
充
実
を
図
る
た
め
、
学
校
給
食
施
設
の
広
域

連
携
を
図
る
。
 

ｂ
 
甲
の
役
割
 

技
術
的
支
援
等
圏
域
に
お
け
る
学
校
給
食
の
充
実
を
図
る
た
め
、
必
要
な

協
力
を
行
う
。
 

ｃ
 
乙
の
役
割
 

学
校
給
食
施
設
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
甲
及
び
赤
穂
市
と
連
携
し
て
、

施
設
運
営
の
技
術
的
交
流
等
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
に
お
け
る
学

        

 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
機
会
拡
大
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
健

康
増
進
等
を
図
る
た
め
、
教
育
施
設
等
の
相
互
利
用
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等

に
関
す
る
情
報
の
交
換
及
び
人
材
の
交
流
等
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
推
進
す
る
。
 

ｂ
 
甲
の
役
割
 

乙
と
連
携
し
て
、
備
前
焼
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
旧
閑
谷
学
校
等
に

関
す
る
歴
史
資
産
の
展
示
、
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
交
換
等
を

図
る
こ
と
で
、
圏
域
内
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
振
興
と
向
上
を
図
る
。

 

           

ｃ
 
乙
の
役
割
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
甲
及
び
赤
穂
市
と
連
携
し
て
、

施
設
運
営
の
技
術
的
交
流
等
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
に
お
け
る
学
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校
給
食
の
充
実
を
図
る
。

 
ウ
 
産
業
振
興
 

(ｱ
) 
地
産
地
消
の
推
進
及
び
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
発
掘
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

地
産
地
消
の
推
進
及
び
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
発
掘
を
図
る
た
め
、
圏
域
内
の

事
業
体
に
対
し
て
既
存
商
品
の
再
発
掘
、
改
良
及
び
新
商
品
の
開
発
等
に
つ

い
て
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
既
存
施
設

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
等
の
活
用
に
よ
り
情
報
を
発
信
す
る
。
 

ｂ
 
甲
の
役
割
 

乙
及
び
関
係
団
体
と
連
携
し
、
農
商
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
等
必
要
な
支
援
及
び
情
報
発
信
を
行
う
。
 

ｃ
 
乙
の
役
割
 

甲
及
び
赤
穂
市
、
並
び
に
関
係
団
体
と
連
携
し
、
農
商
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー

や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
必
要
な
支
援
及
び
情
報
発
信
を
行
う
。
 

(ｲ
) 
観
光
振
興
の
推
進
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

観
光
振
興
に
よ
る
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
観
光
資
源

の
発
掘
や
そ
の
魅
力
を
活
か
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
、
旅
行
代
理
店
等
へ

の
Ｐ
Ｒ
及
び
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
行
う
。
 

ｂ
 
甲
の
役
割
 

(a
) 

備
前
焼
、
旧
閑
谷
学
校
等
の
既
存
の
観
光
資
源
の
活
用
や
新
た
な
観
光

資
源
の
発
掘
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
 

(b
) 

乙
と
連
携
し
て
、
地
域
の
観
光
資
源
を
活
か
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
設
定

を
行
う
。
 

(c
) 

乙
と
連
携
し
て
、
旅
行
代
理
店
等
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

及
び
配
布
を
行
い
、
広
く
観
光
客
の
誘
致
を
図
る
。
 

ｃ
 
乙
の
役
割
 

(a
) 

古
代
山
陽
道
や
赤
松
氏
等
の
既
存
の
観
光
資
源
の
活
用
や
新
た
な
観
光

資
源
の
発
掘
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

 
(b
) 

甲
及
び
赤
穂
市
と
連
携
し
て
、
地
域
の
観
光
資
源
を
活
か
し
た
観
光
ル

ー
ト
の
設
定
を
行
う
。

 
(c
) 

甲
と
連
携
し
て
、
旅
行
代
理
店
等
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

校
給
食
の
充
実
を
図
る
。
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及
び
配
布
を
行
い
、
広
く
観
光
客
の
誘
致
を
図
る
。

 
(ｳ
) 
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
内
の
農
業
被
害
の
軽
減
及
び
山
村
の
機
能
を
保
全
す
る
た
め
、
鳥
獣

に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
（
平
成
１
９
年
法
律
第
１
３
４
号
）
に
基
づ
き
、
甲
及
び
乙
が
策
定
し

た
被
害
防
止
計
画
に
定
め
た
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
総
合
的
に
進
め
る
。
 

ｂ
 
甲
の
役
割
 

(a
) 

関
係
住
民
等
と
の
連
携
を
図
り
、
乙
と
鳥
獣
被
害
に
関
す
る
緊
密
な
情

報
交
換
を
行
う
。
 

(b
) 

乙
と
共
同
し
て
必
要
に
応
じ
て
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
改
定
し
、
有
害

鳥
獣
の
駆
除
並
び
に
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
当

該
対
策
が
有
効
な
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。
 

ｃ
 
乙
の
役
割
 

(a
) 

関
係
住
民
等
と
の
連
携
を
図
り
、
甲
と
鳥
獣
被
害
に
関
す
る
緊
密
な
情

報
交
換
を
行
う
。
 

(b
) 

甲
と
共
同
し
て
必
要
に
応
じ
て
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
改
定
し
、
有
害

鳥
獣
の
駆
除
並
び
に
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
当

該
対
策
が
有
効
な
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。
 

(ｴ
) 
企
業
誘
致
の
推
進
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
甲
乙
及
び
赤
穂
市
と
連
携
し
て
企
業

誘
致
に
必
要
な
情
報
の
発
信
を
行
う
。
 

ｂ
 
甲
の
役
割
 

企
業
誘
致
説
明
会
等
に
協
力
及
び
参
加
し
、
圏
域
へ
の
企
業
誘
致
に
必
要

な
情
報
の
発
信
を
行
う
。
 

ｃ
 
乙
の
役
割
 

企
業
誘
致
説
明
会
等
に
協
力
及
び
参
加
し
、
圏
域
へ
の
企
業
誘
致
に
必
要

な
情
報
の
発
信
を
行
う
。
 

⑵
 
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野
 

ア
 
地
域
公
共
交
通
 

(ｱ
) 
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
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ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
内
住
民
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
圏
域
に
お
け
る
公
共
交
通

の
課
題
に
つ
い
て
継
続
的
に
調
査
、
検
証
す
る
と
と
も
に
、
バ
ス
路
線
の
充

実
・
構
築
及
び
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
の
利
便
性
向
上
 
 
 
 
 
に
取
り
組
む
。
 

ｂ
 
甲
の
役
割
 

(a
) 

乙
と
協
力
、
連
携
し
て
甲
乙
間
等
の
バ
ス
路
線
の
充
実
又
は
構
築
を
図

る
。
 

(b
) 

Ｊ
Ｒ
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
等
関
係
機
関

へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
総
合
的
な
調
整
を
行
う
。
 

ｃ
 
乙
の
役
割
 

(a
) 

甲
及
び
赤
穂
市
と
協
力
、
連
携
し
て
甲
乙
間
等
の
バ
ス
路
線
の
充
実
又

は
構
築
を
図
る
。
 

(b
) 

Ｊ
Ｒ
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
甲
と
協
力
、
連
携
し
て
西
日
本
旅

客
鉄
道
㈱
等
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
。
 

イ
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
 

(ｱ
) 
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
 
 
 
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
内
の
地
域
情
報
を
、
行
政
、
各
種
団
体
、
個
人
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
、
容
易
に
発
信
や
入
手
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
の
構

築
 
 
 
に
取
り
組
む
。
 

ｂ
 
甲
の
役
割
 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
の
研
究
、
共
同
構
築
及
び
運
営
に
乙
と
協
力

し
て
取
り
組
む
。
 

ｃ
 
乙
の
役
割
 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
の
研
究
、
共
同
構
築
及
び
運
営
に
甲
及
び
赤

穂
市
と
協
力
し
て
取
り
組
む
。
 

 

ウ
 
地
域
内
外
の
住
民
と
の
交
流
・
移
住
促
進
 

(ｱ
) 
住
民
交
流
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
内
の
住
民
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
赤
穂
国
際
音
楽
祭
等
住
民

交
流
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
又
は
支
援
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
相

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
内
住
民
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
圏
域
に
お
け
る
公
共
交
通

の
課
題
に
つ
い
て
継
続
的
に
調
査
、
検
証
す
る
と
と
も
に
、
バ
ス
路
線
の
充

実
・
構
築
及
び
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
の
利
便
性
向
上
・
利
用
促
進
に
取
り
組
む
。

 

          

イ
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
 

(ｱ
) 
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
営
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
内
の
地
域
情
報
を
、
行
政
、
各
種
団
体
、
個
人
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
、
容
易
に
発
信
や
入
手
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
の
構

築
・
運
営
に
取
り
組
む
。
 

        

(ｱ
) 
住
民
交
流
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
内
の
住
民
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
 
 
 
 
 
 
 
 
住
民

交
流
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
又
は
支
援
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
相
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互
の
理
解
を
深
め
る
。

 
ｂ

  
甲
の
役
割

 
乙
と
連
携
し
て
、
住
民
の
交
流
及
び
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
資
す
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
又
は
支
援
す
る
。

 
ｃ

  
乙
の
役
割

 
甲
及
び
赤
穂
市
と
連
携
し
て
、
住
民
の
交
流
及
び
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
資
す

る
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
又
は
支
援
す
る
。

 
(ｲ
) 
移
住
の
促
進
 

ａ
 
取
組
の
内
容
 

圏
域
外
か
ら
の
人
の
流
れ
を
創
出
し
魅
力
あ
る
圏
域
を
作
る
た
め
、
甲
乙

及
び
赤
穂
市
と
連
携
し
て
移
住
情
報
の
発
信
を
行
う
。
 

ｂ
 
甲
の
役
割
 

定
住
相
談
会
等
に
協
力
及
び
参
加
し
、
圏
域
の
移
住
情
報
の
発
信
を
行
う
。

ｃ
 
乙
の
役
割
 

定
住
相
談
会
等
に
協
力
及
び
参
加
し
、
圏
域
の
移
住
情
報
の
発
信
を
行
う
。

⑶
 
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野
 

ア
 
圏
域
内
の
職
員
等
の
交
流
 

(ｱ
) 
取
組
の
内
容
 

職
員
の
資
質
向
上
及
び
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
圏

域
外
の
専
門
家
の
招
聘
 
や
、
合
同
研
修
、
職
員
交
流
を
実
施
す
る
。
 

(ｲ
) 
甲
の
役
割
 

ａ
 
甲
が
実
施
す
る
研
修
に
、
圏
域
内
の
職
員
を
参
加
さ
せ
る
。
 

ｂ
 
各
分
野
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
、
共
同
研
究
の
機
会
を

設
け
る
。
 

ｃ
 
必
要
に
応
じ
て
職
員
の
圏
域
内
相
互
派
遣
交
流
を
行
う
。
 

ｄ
 
乙
と
協
議
の
上
、
圏
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
圏
域
外
の
専
門

家
を
招
聘
 
す
る
。
 

(ｳ
) 
乙
の
役
割
 

ａ
 
乙
が
実
施
す
る
研
修
に
、
圏
域
内
の
職
員
を
参
加
さ
せ
る
。
 

ｂ
 
各
分
野
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
、
共
同
研
究
の
機
会
を

設
け
る
。
 

ｃ
 
必
要
に
応
じ
て
職
員
の
圏
域
内
相
互
派
遣
交
流
を
行
う
。
 

互
の
理
解
を
深
め
る
。

 
              

⑶
 
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野
 

ア
 
圏
域
内
の
職
員
等
の
交
流
 

(ｱ
) 
取
組
の
内
容
 

職
員
の
資
質
向
上
及
び
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
圏

域
外
の
専
門
家
の
招
へ
い
や
、
合
同
研
修
、
職
員
交
流
を
実
施
す
る
。
 

(ｲ
) 
甲
の
役
割
 

ａ
 
甲
が
実
施
す
る
研
修
に
、
圏
域
内
の
職
員
を
参
加
さ
せ
る
。
 

ｂ
 
各
分
野
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
、
共
同
研
究
の
機
会
を

設
け
る
。
 

ｃ
 
必
要
に
応
じ
て
職
員
の
圏
域
内
相
互
派
遣
交
流
を
行
う
。
 

ｄ
 
乙
と
協
議
の
上
、
圏
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
圏
域
外
の
専
門

家
を
招
へ
い
す
る
。
 

(ｳ
) 
乙
の
役
割
 

ａ
 
乙
が
実
施
す
る
研
修
に
、
圏
域
内
の
職
員
を
参
加
さ
せ
る
。
 

ｂ
 
各
分
野
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
、
共
同
研
究
の
機
会
を

設
け
る
。
 

ｃ
 
必
要
に
応
じ
て
職
員
の
圏
域
内
相
互
派
遣
交
流
を
行
う
。
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ｄ
 
甲
と
協
議
の
上
、
圏
域
外
の
専
門
家
の
招
聘
 
に
協
力
す
る
。
 

（
事
務
執
行
に
当
た
っ
て
の
連
携
、
協
力
及
び
費
用
負
担
）
 

第
４
条
 
前
条
に
規
定
す
る
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
甲
乙
は
、
相
互
に
役
割
を
分
担
し

て
連
携
し
、
又
は
協
力
し
て
事
務
の
執
行
に
当
た
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
前
条
に
規
定
す
る
取
組
の
推
進
の
た
め
、
甲
乙
は
、
前
条
に
お
い
て
規
定
す
る
も
の

の
ほ
か
、
必
要
な
費
用
が
生
じ
る
と
き
は
、
国
等
か
ら
の
財
政
支
援
、
相
互
の
受
益
の

程
度
等
を
勘
案
し
、
当
該
費
用
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
と
な
る
手
続
き
又
は
人
員
の
確
保
に
係
る
負
担
並
び
に

前
条
及
び
前
項
に
規
定
す
る
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
甲
乙
が
協
議
し
て

別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
協
定
の
変
更
）
 

第
５
条
 
こ
の
協
定
の
規
定
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
甲
乙
が
協
議
の
上
こ
れ
を

定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
甲
乙
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
会
の
議
決
を

経
る
も
の
と
す
る
。
 

（
協
定
の
廃
止
）
 

第
６
条
 
甲
又
は
乙
は
、
こ
の
協
定
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
会

の
議
決
を
経
た
上
で
そ
の
旨
を
他
方
に
通
告
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
前
項
の
通
告
は
、
書
面
に
よ
っ
て
行
い
、
議
会
の
議
決
書
の
写
し
を
添
付
す
る
も
の

と
す
る
。
 

３
 
こ
の
協
定
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
が
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経

過
し
た
日
に
そ
の
効
力
を
失
う
。
 

（
疑
義
の
解
決
）
 

第
７
条
 
こ
の
協
定
の
規
定
に
関
し
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は
、
甲
乙
が
協
議
の
上
こ
れ
を

定
め
る
。
 

 こ
の
協
定
の
締
結
を
証
す
る
た
め
、
本
協
定
書
２
通
を
作
成
し
、
甲
乙
が
記
名
押
印
の
上
、

各
1
通
を
保
有
す
る
。
 

 

ｄ
 
甲
と
協
議
の
上
、
圏
域
外
の
専
門
家
の
招
へ
い
に
協
力
す
る
。
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